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東京大学木曽観測所ではシュミット望遠鏡搭載用の超広視野高速CMOSカメラTomo-e Gozenを開発している．
本装置は 84 枚の常温駆動CMOSイメージセンサを搭載し，約 20 deg2の視野をフルフレームで最速 2 Hzで撮像
することができる．我々は本装置の実証実験のため，CMOSセンサ 8 枚を搭載したプロトタイプモデル（Tomo-e
PM）を開発し，2015年 11月から一ヶ月間の試験観測を行った．本講演では試験観測で得られたTomo-e PMの
性能評価の結果を報告する．Tomo-e PMではCMOSセンサの内部回路の設定を変えることで，ゲインの異なる
3つの観測モードを実現した．本試験では各観測モードでのノイズ特性，限界等級，サチュレーション等級，リ
ニアリティの評価を行った. Tomo-e PMの読み出しノイズは 2.0 e−/pixを達成した．また，観測時の常温駆動に
おける暗電流は筐体温度 4℃で 0.13 e−/pix/sと，スカイバックグラウンドより十分に小さなものとなった．本講
演では vignettingの影響や co-addによる感度の変化，8枚の detectorにおける星像とアライメントなどについて
も報告する．


